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サマリー 

 

2025 年 2 月 26 日、欧州委員会は「オムニバス簡素化パッケージ（Omnibus Simplification 

Package）」法案を発表した。これは、EU の規制により増大する企業の負担軽減と欧州経済

の競争力維持を目的として、CSRD（企業サステナビリティ報告指令）、CSDDD（企業サステ

ナビリティデューデリジェンス指令）、および EU タクソノミに関する制度の見直し（簡素化）

をパッケージ法案として提示したものである。具体的には、制度の適用開始時期の延期、対

象企業の範囲縮小、報告基準の要件緩和や簡素化などが含まれる。 

この見直しの背景には、欧州グリーンディールをはじめとする野心的なグリーン関連規制

に対する、産業界からの批判の高まりがある。特に中小企業における規制への対応の難しさ

や、実務・コスト両面での過重な負荷に対して深刻な懸念の声が上がっている。 

欧州委員会の方針に大きな影響を与えたのは、2024 年 9 月にマリオ・ドラギ前 ECB 総裁

が欧州委員会に提示した報告書（通称「ドラギレポート」）である。ドラギレポートは、過度

な規制が欧州産業の競争力に与える影響を分析し、成長と投資を促進するために、規制の簡

素化や優先順位の見直しを提言した。この提言を受け、欧州委員会が策定したのがオムニバ

ス法案である。 

今回の制度見直しは、欧州グリーンディールに基づく脱炭素やサーキュラーエコノミーに

向けた規制強化の内容・実施時期を修正するものである。EU はこれまで先進的な規制構築を

通じて、いわゆる「ブリュッセル効果（Brussels Effect）」を発揮してきた。EU の規制がグ

ローバルに波及し、企業は EU ルールに準拠することで、投資家からの信頼や市場での競争

優位を確保するため、EU 域内外を問わず、多くの企業が厳格な規制への対応を推し進めてき

た。オムニバス法案は、規制緩和につながる一面もある一方で、EU の制度的安定性の観点か

ら企業の中長期的なサステナビリティ投資にも影響を与える可能性がある。 

オムニバスに関連する法案審議や時間軸は極めて流動的であり、現段階では合意のタイミ

ングについても不透明である中、本レポートでは、オムニバスが提案する主な変更点を整理

したうえで、企業行動や政策環境に及ぼす影響を検討する。 

【レポート内容】オムニバスによる制度見直しの背景； オムニバスパッケージの構成

（「オムニバス I」と「オムニバス II」）；欧州委員会提案のポイント解説；オムニバス法案発

表後の動きと今後の展望；企業行動に与える影響 
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